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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　長さ方向に同一外径で形成された後側の筒部と前側のテーパ部を有し、筒部の端面から

内部に有底の雌ねじ孔が形成されているインナー部材と、前側だけにスリットで分割され

た拡開部を有し、前記筒部に外装されるアウタースリーブとから構成され、前記アウター

スリーブが前記インナー部材の前記筒部に着脱自在に外嵌されていると共に、設定された

穿孔深さに一致するように前記インナー部材の全長が形成されている雌ねじタイプのあと

施工アンカーの施工方法であって、

　前記インナー部材の全長に略対応した深さで、且つ前記インナー部材の全長に略対応し

た深さの全長に亘って前記アウタースリーブの外径に略対応した径で、コンクリートに穿

孔を形成する第１工程と、

　前記アウタースリーブから取り外されて前記アウタースリーブが外装されていない前記

インナー部材を前記穿孔の奥まで挿入し、前記インナー部材の後端面が前記コンクリート

の表面と略面一となることを確認する第２工程と、

　前記アウタースリーブが前記インナー部材に外装されたあと施工アンカーを前記穿孔に

奥まで挿入する第３工程と、

　前記アウタースリーブの後端面が前記コンクリートの表面と略面一になるまで前記アウ

タースリーブを打込んで前記拡開部を拡開し、前記拡開した前記拡開部を前記穿孔の孔壁

に押し付けるようにして食い込ませ、前記拡開部の拡開状態だけで前記あと施工アンカー

を前記コンクリートに固定する第４工程
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　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 第 ２ 工 程 に お い て 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 が 前 記 コ ン ク リ ー ト の 表 面 か ら 外 側

に 突 出 し た 場 合 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 を 取 り 出 し て 穿 孔 深 さ を 深 く す る よ う に 前 記 穿 孔 を 形

成 し た 後 、 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ が 外 装 さ れ て い な い 前 記 イ ン ナ ー 部 材 を 前 記 穿 孔 の 奥 ま

で 再 度 挿 入 し 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 が 前 記 コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 と な る こ と

を 確 認 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 橋 梁 や ト ン ネ ル 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 設 置 さ れ る 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施

工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 橋 梁 や ト ン ネ ル 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 対 し て 、 電 気 設 備 用 ケ ー ブ ル の 支 持 具

等 の 取 付 物 を 取 り 付 け る 際 に 、 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー が 用 い ら れ て い る 。 図 ５

（ ａ ） に 従 来 例 の 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ を 示 す 。 あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ は

、 後 側 の 円 筒 部 １ ２ １ と 前 側 の テ ー パ 部 １ ２ ２ か ら 構 成 さ れ る イ ン ナ ー 部 材 １ ２ を 有 し 、

円 筒 部 １ ２ １ の 内 部 、 或 い は 円 筒 部 １ ２ １ の 全 体 と テ ー パ 部 １ ２ ２ の 一 部 の 内 部 に は 雌 ね

じ 孔 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 イ ン ナ ー 部 材 １ ２ の 外 側 に は ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ が 外 装 さ れ る 。 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １

３ は 、 ス リ ー ブ 本 体 １ ３ １ と 、 ス リ ー ブ 本 体 １ ３ １ の 前 側 に 設 け ら れ る 拡 開 部 １ ３ ２ を 備

え 、 拡 開 部 １ ３ ２ は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ の 前 端 か ら ス リ ー ブ 本 体 １ ３ １ ま で 切 り 込 ま

れ た ス リ ッ ト １ ３ ３ で 分 割 さ れ て 片 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ は 、 非 拡

開 状 態 で は 拡 開 部 １ ３ ２ を 円 筒 部 １ ２ １ の 外 周 に 配 置 す る よ う に し て イ ン ナ ー 部 材 １ ２ に

外 装 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ に 固 定 す る 際 に は 、 図 ５ （ ａ ） の 非 拡

開 状 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ に 形 成 し た 穿 孔 １ ６ １ 内 に テ ー

パ 部 １ ２ ２ 側 か ら 挿 入 し 、 専 用 の 打 込 み 棒 で ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ の 後 端 を 打 込 ん で 拡 開

部 １ ３ ２ を テ ー パ 部 １ ２ ２ に 載 せ る よ う に し て 拡 開 す る 。 拡 開 し た 拡 開 部 １ ３ ２ は 、 図 ５

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ の 穿 孔 １ ６ １ の 孔 壁 に 押 し 付 け ら れ る よ う

に し て 食 い 込 ん で 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ の 表 面 １ ６ ２ に 隣 接 し て

取 付 物 １ ４ を 配 置 し 、 取 付 物 １ ４ を 貫 通 す る よ う に し て ボ ル ト １ ５ を あ と 施 工 ア ン カ ー １

１ の 雌 ね じ 孔 １ ２ ３ に 螺 合 す る こ と で 、 取 付 物 １ ４ が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ に 取 り 付 け

ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ ６ の 表 面 １ ６ ２ か

ら ボ ル ト 等 を 飛 び 出 さ せ ず に 固 定 で き る メ リ ッ ト と 、 イ ン ナ ー 部 材 １ ２ に 引 抜 方 向 の 力 が

作 用 し た 場 合 に イ ン ナ ー 部 材 １ ２ の テ ー パ 部 １ ２ ２ が ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ の 拡 開 部 １ ３

２ を 追 随 拡 張 さ せ る メ リ ッ ト の 両 方 を 兼 ね 備 え る も の で あ る 。 尚 、 同 様 の 雌 ね じ タ イ プ の

あ と 施 工 ア ン カ ー が 特 許 文 献 １ の 第 １ 図 及 び 第 ２ 図 に 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － ２ ４ ６ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 と こ ろ で 、 こ の 種 の 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー を 施 工 す る 際 に 、 穿 孔 １ ６ １ の 深

さ が 足 り な い 場 合 、 図 ６ （ ａ ） の よ う に 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ を 表 面 １ ６ ２ か ら 突 出 し

な い よ う に 穿 孔 １ ６ １ 内 に 入 り 込 ま せ て 打 ち 込 む こ と が で き な く な り 、 取 付 物 １ ４ を 表 面

１ ６ ２ に 隣 接 し て 取 り 付 け る こ と が で き な く な る 。 そ こ で 、 作 業 者 は 斯 様 な 事 態 を 避 け る

た め 、 穿 孔 深 さ が 若 干 余 分 に 深 く な る よ う に 穿 孔 １ ６ １ を 形 成 し て し ま い が ち に な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 穿 孔 １ ６ １ を 余 分 に 深 く 形 成 す る と 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ が 表 面 １ ６ ２ か ら 突 出 す る

事 態 は 回 避 で き る が 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ １ ３ を ど こ ま で 打 ち 込 め ば 拡 開 部 １ ３ ２ が 適 切 に

拡 開 し て い る の か 分 か り に く く な る 。 即 ち 、 一 般 的 に 、 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー

の 打 込 み 、 固 定 が し っ か り と 行 わ れ た か 否 か の 施 工 確 認 は 、 ア ン カ ー を 打 設 す る 作 業 者 が

打 込 み 時 の 打 音 や 手 応 え の 変 化 を 察 知 す る こ と で 為 さ れ て い る が 、 穿 孔 深 さ が 深 過 ぎ る 場

合 に は 作 業 者 が 打 込 み 時 の 打 音 や 手 応 え の 変 化 を 察 知 し に く く な る 。 特 に 作 業 が 行 い に く

い 狭 量 箇 所 や 上 向 き 施 工 や 交 通 騒 音 が あ る 場 所 等 で は 作 業 者 が こ れ ら の 変 化 を 察 知 し 難 く

な り 、 作 業 者 の 質 が 施 工 品 質 を 大 き く 左 右 す る こ と と な っ て 、 場 合 に よ っ て は 図 ６ （ ｂ ）

の よ う に 拡 開 部 １ ３ ２ が 拡 開 不 足 と な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 更 に 、 拡 開 部 １ ３ ２ が 拡 開 不 足 の 状 態 で あ と 施 工 ア ン カ ー １ １ が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １

６ に 施 工 さ れ た 場 合 、 施 工 し た 作 業 者 以 外 の 施 工 管 理 者 が 確 認 す る 際 に 、 外 側 か ら 見 る と

一 見 き ち ん と 施 工 が な さ れ て い る よ う に 見 え る こ と か ら 、 施 工 不 良 が 見 逃 さ れ る と い う 問

題 も 生 ず る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み 提 案 す る も の で あ っ て 、 作 業 者 の 質 に 依 拠 せ ず 簡 単 な 作 業 で 、

あ と 施 工 ア ン カ ー を 適 切 な 拡 開 状 態 で 確 実 に 拡 開 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 作 業 者 以 外

の 者 が ア ン カ ー 打 設 状 態 の 施 工 確 認 を 確 実 に 行 う こ と を 可 能 に す る 、 あ と 施 工 ア ン カ ー の

施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 は 、 長 さ 方 向 に 同 一 外 径 で 形 成 さ れ た 後 側 の 筒 部

と 前 側 の テ ー パ 部 を 有 し 、 筒 部 の 端 面 か ら 内 部 に 有 底 の 雌 ね じ 孔 が 形 成 さ れ て い る イ ン ナ

ー 部 材 と 、 前 側 だ け に ス リ ッ ト で 分 割 さ れ た 拡 開 部 を 有 し 、 前 記 筒 部 に 外 装 さ れ る ア ウ タ

ー ス リ ー ブ と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ が 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 前 記 筒 部 に 着 脱

自 在 に 外 嵌 さ れ て い る と 共 に 、 設 定 さ れ た 穿 孔 深 さ に 一 致 す る よ う に 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の

全 長 が 形 成 さ れ て い る 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 で あ っ て 、 前 記 イ ン ナ

ー 部 材 の 全 長 に 略 対 応 し た 深 さ で 、 且 つ 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 全 長 に 略 対 応 し た 深 さ の 全 長

に 亘 っ て 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 外 径 に 略 対 応 し た 径 で 、 コ ン ク リ ー ト に 穿 孔 を 形 成 す る

第 １ 工 程 と 、 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ か ら 取 り 外 さ れ て 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ が 外 装 さ れ て

い な い 前 記 イ ン ナ ー 部 材 を 前 記 穿 孔 の 奥 ま で 挿 入 し 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 が 前 記 コ

ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 と な る こ と を 確 認 す る 第 ２ 工 程 と 、 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ が 前

記 イ ン ナ ー 部 材 に 外 装 さ れ た あ と 施 工 ア ン カ ー を 前 記 穿 孔 に 奥 ま で 挿 入 す る 第 ３ 工 程 と 、

前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 後 端 面 が 前 記 コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 に な る ま で 前 記 ア ウ タ

ー ス リ ー ブ を 打 込 ん で 前 記 拡 開 部 を 拡 開 し 、 前 記 拡 開 し た 前 記 拡 開 部 を 前 記 穿 孔 の 孔 壁 に

押 し 付 け る よ う に し て 食 い 込 ま せ 、 前 記 拡 開 部 の 拡 開 状 態 だ け で 前 記 あ と 施 工 ア ン カ ー を

前 記 コ ン ク リ ー ト に 固 定 す る 第 ４ 工 程 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ れ に よ れ ば 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ と 着 脱 自 在 な イ ン ナ ー 部 材 の 全 長 が 設 定 さ れ た 穿 孔 深

さ に 一 致 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 イ ン ナ ー 部 材 を 取 り 外 し て コ ン ク リ ー ト に

形 成 さ れ た 穿 孔 に 挿 入 し 、 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 と な る 穿

孔 深 さ を 確 認 す る こ と で 、 あ と 施 工 ア ン カ ー が 適 切 な 拡 開 状 態 で 拡 開 す る 穿 孔 深 さ の 穿 孔

で あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 穿 孔 深 さ の 穿 孔 に あ と 施 工 ア ン カ ー を

挿 入 し 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 に な る ま で ア ウ タ ー ス

リ ー ブ を 打 込 む こ と に よ り 、 あ と 施 工 ア ン カ ー を 適 切 な 拡 開 状 態 で 確 実 に 拡 開 さ せ 、 コ ン
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ク リ ー ト に 固 定 す る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の 作 業 は 作 業 者 の 熟 練 を 特 に 必 要 と せ ず に 行

う こ と が で き 、 作 業 者 の 質 に 依 拠 し な い 簡 単 な 作 業 で 、 あ と 施 工 ア ン カ ー を 適 切 な 拡 開 状

態 で 確 実 に 拡 開 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ を 打 込 ん で ア ウ タ ー ス リ ー

ブ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 に な っ た 状 態 を 確 認 す る こ と に よ り 、 施 工 管 理

者 な ど 、 作 業 者 以 外 の 者 が ア ン カ ー 打 設 状 態 の 施 工 確 認 を 目 視 で 確 実 に 行 う こ と が で き る

。 ま た 、 あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 後 に 、 あ と 施 工 ア ン カ ー が コ ン ク リ ー ト 表 面 か ら 突 出 せ

ず に 、 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 と ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 表 面 と 略 面 一 に

な る こ と か ら 、 コ ン ク リ ー ト 表 面 に 隣 接 す る 取 付 物 の 取 り 付 け を 行 え る 状 態 を 確 保 す る こ

と が で き る 。 更 に 、 取 付 物 を 取 り 付 け た 際 に も 取 付 状 態 の コ ン ク リ ー ト 表 面 か ら の 突 出 長

を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 は 、 前 記 第 ２ 工 程 に お い て 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の

後 端 面 が 前 記 コ ン ク リ ー ト の 表 面 か ら 外 側 に 突 出 し た 場 合 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 を 取 り 出 し

て 穿 孔 深 さ を 深 く す る よ う に 前 記 穿 孔 を 形 成 し た 後 、 前 記 ア ウ タ ー ス リ ー ブ が 外 装 さ れ て

い な い 前 記 イ ン ナ ー 部 材 を 前 記 穿 孔 の 奥 ま で 再 度 挿 入 し 、 前 記 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 が 前

記 コ ン ク リ ー ト の 表 面 と 略 面 一 と な る こ と を 確 認 す る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ れ に よ れ ば 、 穿 孔 深 さ の 誤 差 を 必 要 に 応 じ て 調 整 し 、 あ と 施 工 ア ン カ ー の コ ン ク リ ー

ト 表 面 か ら の 突 出 を 確 実 に 防 止 し て 、 イ ン ナ ー 部 材 の 後 端 面 と ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 後 端 面

が コ ン ク リ ー ト 表 面 と 略 面 一 に な る 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 作 業 者 の 質 に 依 拠 せ ず 簡 単 な 作 業 で 、 雌 ね じ タ イ プ の あ と 施 工 ア ン カ

ー を 適 切 な 拡 開 状 態 で 確 実 に 拡 開 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 施 工 管 理 者 な ど 、 作 業 者 以

外 の 者 が ア ン カ ー 打 設 状 態 の 施 工 確 認 を 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は そ の 正 面

図 、 （ ｃ ） は そ の 縦 断 面 図 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 拡 開 状 態 の 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 正 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 縦 断 面

図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー が 挿 入 さ れ る コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 を 示 す 縦

断 面 図 、 （ ｂ ） は 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー に お け る イ ン ナ ー 部 材 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は

実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー に お け る ア ウ タ ー ス リ ー ブ の 正 面 図 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） ～ （ ｅ ） は 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 の 工 程 説

明 図 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 従 来 例 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 の 工 程 説 明 図 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は 穿 孔 深 さ が 足 り な い 場 合 の 従 来 例 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 設 置 状 態 を 示 す

縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は 穿 孔 深 さ が 深 過 ぎ る 場 合 の 従 来 例 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 設 置 状 態 を 示

す 縦 断 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 〔 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー の 施 工 方 法 〕

　 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 後 側 の 筒 部

２ １ と 前 側 の テ ー パ 部 ２ ２ を 有 す る 略 円 筒 状 の イ ン ナ ー 部 材 ２ を 備 え 、 テ ー パ 部 ２ ２ は 前

方 に 向 か っ て 漸 次 拡 径 す る 略 截 頭 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 イ ン ナ ー 部 材 ２ に は 、 筒 部

２ １ の 後 端 面 か ら 内 部 に 雌 ね じ 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 図 示 例 で は テ ー パ 部 ２ ２ の 一 部

に か か る ま で 雌 ね じ 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 全 長 Ｌ １ は 、 設 定 さ れ た

穿 孔 深 さ Ｌ ２ に 一 致 す る よ う に し て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】
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　 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 筒 部 ２ １ の 外 周 に は 、 筒 状 の ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ が 外 装 さ れ て い る 。

ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ は 、 ス リ ー ブ 本 体 ３ １ と 、 ス リ ー ブ 本 体 ３ １ の 前 側 に 設 け ら れ る 拡 開

部 ３ ２ を 備 え 、 拡 開 部 ３ ２ は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 前 端 か ら ス リ ー ブ 本 体 ３ １ ま で 切 り

込 ま れ た ス リ ッ ト ３ ３ で 分 割 さ れ て 片 状 に 形 成 さ れ て い る 。 拡 開 部 ３ ２ の 外 面 に は 、 拡 開

変 形 を 容 易 化 す る た め に 周 方 向 に 延 び る 弧 状 溝 ３ ４ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 更 に 、 本 実 施 形 態 の ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ は 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 筒 部 ２ １ に 着 脱 自 在 に 外

嵌 さ れ る よ う に し て 外 装 さ れ て お り 、 図 示 例 で は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 拡 開 部 ３ ２ の 全

体 と ス リ ー ブ 本 体 ３ １ の 一 部 分 が イ ン ナ ー 部 材 ２ の 筒 部 ２ １ に 着 脱 自 在 に 外 嵌 さ れ る こ と

で 、 拡 開 部 ３ ２ が 拡 開 さ れ て い な い 非 拡 開 状 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ が 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 実 施 形 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ を 施 工 す る 際 に は 、 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ａ ） に 示 す

よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ に 穿 孔 ６ １ を 形 成 す る 。 穿 孔 ６ １ は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３

の 外 径 に 略 対 応 し た 径 で 且 つ イ ン ナ ー 部 材 ２ の 全 長 Ｌ １ に 対 応 す る 穿 孔 深 さ Ｌ ２ で 形 成 す

る よ う に し 、 そ の 外 周 箇 所 に お い て 穿 孔 深 さ Ｌ ２ の 深 さ で 形 成 す る よ う に す る 。 穿 孔 ６ １

の 形 成 後 に は 、 穿 孔 ６ １ 内 を 清 掃 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ し て 、 あ と 施 工 ア ン カ ー １ の ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ か ら イ ン ナ ー 部 材 ２ を 取 り 外 し 、 図

４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ が 外 装 さ れ て い な い 状 態 の イ ン ナ ー 部 材 ２ だ

け を 穿 孔 ６ １ の 奥 ま で 挿 入 し 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６

２ と 略 面 一 と な る こ と を 確 認 す る 。 こ の 際 に 、 穿 孔 ６ １ の 穿 孔 深 さ Ｌ ２ は 、 イ ン ナ ー 部 材

２ の 全 長 Ｌ １ に 対 応 す る よ う に 形 成 し た こ と か ら 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ と 略 面 一 と な る こ と の 確 認 に よ り 、 穿 孔 ６ １ の 穿 孔 深 さ Ｌ ２ が イ ン

ナ ー 部 材 ２ の 全 長 Ｌ １ に 確 か に 対 応 し て い る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の 際 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ か ら 外 側 に 突 出 し

、 穿 孔 ６ １ の 穿 孔 深 さ が Ｌ ２ で な か っ た 場 合 に は 、 穿 孔 ６ １ に 挿 入 し た イ ン ナ ー 部 材 ２ を

取 り 出 し て 穿 孔 深 さ を 深 く す る よ う に 穿 孔 ６ １ を 形 成 し 、 そ の 後 に 、 一 旦 取 り 出 し た ア ウ

タ ー ス リ ー ブ ３ が 外 装 さ れ て い な い イ ン ナ ー 部 材 ２ を 穿 孔 ６ １ の 奥 ま で 再 度 挿 入 し 、 イ ン

ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ １ と 略 面 一 と な る こ と を 確 認 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ の 後 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ を 穿 孔 ６ １ か ら 抜 き 出 し 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ に 嵌 め 込 ん で 、

イ ン ナ ー 部 材 ２ に ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ が 外 嵌 さ れ た 非 拡 開 状 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ を 構

成 し 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ が イ ン ナ ー 部 材 ２ に 外 装 さ れ た あ と

施 工 ア ン カ ー １ を イ ン ナ ー 部 材 ２ の 前 端 か ら 穿 孔 ６ １ に 奥 ま で 挿 入 す る 。 こ の 挿 入 さ れ た

状 態 の あ と 施 工 ア ン カ ー １ で は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 部 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表

面 ６ ２ か ら 外 側 に 突 出 し た 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ の 後 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 専 用 の 打 込 棒 ７ １ を ハ ン マ ー ７ ２ で 打 撃 す る こ と に

よ り 、 打 込 棒 ７ １ を 介 し て ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ を 打 ち 込 み 、 最 終 的 に 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ

３ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ １ と 略 面 一 に な る ま で ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ を

打 込 ん で い く 。 こ の ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 打 ち 込 み に よ り 、 拡 開 部 ３ ２ が テ ー パ 部 ２ ２ の

外 周 に 倣 っ て 拡 開 し 、 拡 開 状 態 と な る 。 尚 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の テ ー パ 部 ２ ２ と ア ウ タ ー ス

リ ー ブ ３ の 拡 開 部 ３ ２ は 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 端 面 が イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 と 略 面

一 に な る ま で 打 ち 込 ま れ た 際 に 、 適 切 な 拡 開 状 態 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拡 開 し た

拡 開 部 ３ ２ が 穿 孔 ６ １ の 孔 壁 に 押 し 付 け ら れ る よ う に し て 食 い 込 み 、 拡 開 状 態 の あ と 施 工

ア ン カ ー １ が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 更 に 、 取 付 物 ４ を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ に 取 り 付 け る 場 合 に は 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う

に 、 取 付 物 ４ を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ に 隣 接 さ せ て 配 置 し 、 取 付 物 ４ を 貫 通 す
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る よ う に し て ボ ル ト ５ の 雄 ね じ 部 ５ １ を 貫 入 す る 。 そ し て 、 こ の 雄 ね じ 部 ５ １ を コ ン ク リ

ー ト 構 造 物 ６ に 固 定 さ れ た あ と 施 工 ア ン カ ー １ の 雌 ね じ 孔 ２ ３ に 螺 合 す る こ と に よ り 、 取

付 物 ４ が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ を 穿 孔 ６ １ に 挿 入 し て イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 が

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ と 略 面 一 と な る 穿 孔 深 さ Ｌ ２ を 確 認 す る こ と に よ り 、 あ

と 施 工 ア ン カ ー １ が 適 切 な 拡 開 状 態 で 拡 開 す る 穿 孔 深 さ Ｌ ２ の 穿 孔 ６ １ で あ る こ と を 確 認

す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 穿 孔 深 さ Ｌ ２ の 穿 孔 ６ １ に あ と 施 工 ア ン カ ー １ を 挿 入 し

、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ １ と 略 面 一 に な る ま で ア

ウ タ ー ス リ ー ブ ３ を 打 込 む こ と に よ り 、 あ と 施 工 ア ン カ ー １ を 適 切 な 拡 開 状 態 で 確 実 に 拡

開 さ せ 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ に 固 定 す る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の 作 業 は 作 業 者 の 熟 練

を 特 に 必 要 と せ ず に 行 う こ と が で き 、 作 業 者 の 質 に 依 拠 し な い 簡 単 な 作 業 で 、 あ と 施 工 ア

ン カ ー １ を 適 切 な 拡 開 状 態 で 拡 開 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ を 打 込 ん で ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造

物 ６ の 表 面 ６ １ と 略 面 一 に な っ た 状 態 を 確 認 す る こ と に よ り 、 施 工 管 理 者 な ど 、 作 業 者 以

外 の 者 が ア ン カ ー 打 設 状 態 の 施 工 確 認 を 目 視 で 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 あ と 施 工

ア ン カ ー １ の 施 工 後 に 、 あ と 施 工 ア ン カ ー １ が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ か ら 突 出

せ ず に 、 イ ン ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 と ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６

の 表 面 ６ ２ と 略 面 一 に な る こ と か ら 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ に 隣 接 す る 取 付 物

４ の 取 り 付 け を 行 え る 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る 。 更 に 、 取 付 物 ４ を 取 り 付 け た 際 に も

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 か ら の 突 出 長 を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 あ と 施 工 ア ン カ ー １ の 固 定 前 に イ ン ナ ー 部 材 ２ の 挿 入 で 穿 孔 ６ １ が 穿 孔 深 さ Ｌ ２

に な る こ と を 確 認 す る こ と に よ り 、 穿 孔 ６ １ の 穿 孔 深 さ の 誤 差 を 必 要 に 応 じ て 調 整 し 、 あ

と 施 工 ア ン カ ー １ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ か ら の 突 出 を 確 実 に 防 止 し て 、 イ ン

ナ ー 部 材 ２ の 後 端 面 と ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ の 後 端 面 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ６ の 表 面 ６ ２ と

略 面 一 に な る 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 〔 実 施 形 態 の 変 形 例 等 〕

　 本 明 細 書 開 示 の 発 明 は 、 各 発 明 、 実 施 形 態 の 他 に 、 適 用 可 能 な 範 囲 で 、 こ れ ら の 部 分 的

な 構 成 を 本 明 細 書 開 示 の 他 の 構 成 に 変 更 し て 特 定 し た も の 、 或 い は こ れ ら の 構 成 に 本 明 細

書 開 示 の 他 の 構 成 を 付 加 し て 特 定 し た も の 、 或 い は こ れ ら の 部 分 的 な 構 成 を 部 分 的 な 作 用

効 果 が 得 ら れ る 限 度 で 削 除 し て 特 定 し た 上 位 概 念 化 し た も の を 含 む も の で あ り 、 下 記 変 形

例 も 包 含 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 例 え ば 上 記 実 施 形 態 の 施 工 工 程 で は 、 あ と 施 工 ア ン カ ー １ の ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ か ら イ

ン ナ ー 部 材 ２ を 一 旦 取 り 外 し て か ら イ ン ナ ー 部 材 ２ を 穿 孔 ６ １ に 挿 入 し 、 イ ン ナ ー 部 材 ２

の 全 長 Ｌ １ ＝ 穿 孔 深 さ Ｌ ２ の 穿 孔 ６ １ で あ る こ と を 確 認 し た が 、 当 初 か ら ア ウ タ ー ス リ ー

ブ ３ が 外 装 さ れ て い な い 穿 孔 深 さ 確 認 用 の イ ン ナ ー 部 材 ２ を 準 備 し 、 こ れ を 穿 孔 ６ １ に 挿

入 し て 穿 孔 深 さ Ｌ ２ を 確 認 す る 工 程 、 或 い は 当 初 の 状 態 が ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ が 外 装 さ れ

て い な い イ ン ナ ー 部 材 ２ を 穿 孔 ６ １ に 挿 入 し て 穿 孔 深 さ Ｌ ２ を 確 認 し 、 そ の 確 認 後 に こ の

イ ン ナ ー 部 材 ２ を ア ウ タ ー ス リ ー ブ ３ に 嵌 め 込 ん で あ と 施 工 ア ン カ ー １ を 形 成 す る 工 程 等

と す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 は 、 例 え ば 橋 梁 や ト ン ネ ル 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に あ と 施 工 ア ン カ ー を 設 置 す

る 場 合 や 、 あ と 施 工 ア ン カ ー に よ り 電 気 設 備 用 ケ ー ブ ル の 支 持 具 等 の 取 付 物 を コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 に 取 り 付 け る 場 合 に 利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】

１ … あ と 施 工 ア ン カ ー 　 ２ … イ ン ナ ー 部 材 　 ２ １ … 筒 部 　 ２ ２ … テ ー パ 部 　 ２ ３ … 雌 ね じ

孔 　 ３ … ア ウ タ ー ス リ ー ブ 　 ３ １ … ス リ ー ブ 本 体 　 ３ ２ … 拡 開 部 　 ３ ３ … ス リ ッ ト 　 ３ ４

… 溝 部 　 ４ … 取 付 物 　 ５ … ボ ル ト 　 ５ １ … 雄 ね じ 部 　 ６ … コ ン ク リ ー ト 構 造 物 　 ６ １ … 穿

孔 　 ６ ２ … 表 面 　 ７ １ … 打 込 棒 　 ７ ２ … ハ ン マ ー 　 Ｌ １ … イ ン ナ ー 部 材 の 全 長 　 Ｌ ２ … 穿

孔 深 さ 　 １ １ … あ と 施 工 ア ン カ ー 　 １ ２ … イ ン ナ ー 部 材 　 １ ２ １ … 円 筒 部 　 １ ２ ２ … テ ー

パ 部 　 １ ２ ３ … 雌 ね じ 孔 　 １ ３ … ア ウ タ ー ス リ ー ブ 　 １ ３ １ … ス リ ー ブ 本 体 　 １ ３ ２ … 拡

開 部 　 １ ３ ３ … ス リ ッ ト 　 １ ４ … 取 付 物 　 １ ５ … ボ ル ト 　 １ ６ … コ ン ク リ ー ト 構 造 物 　 １

６ １ … 穿 孔 　 １ ６ ２ … 表 面

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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